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大阪プラネタリウムだより
　◇去る8月3日，大阪支部がプラネタリウム特別演出によって例合を開催し
た．主題は流星・攣光星・黄道光で，各々槻測界の「通」が集って和やかな趣
味者の蹴合であっ7e．
　◇8月から夜間開演’E利用して，屋上で10糎屈折機で月や遊星の親愛を一般
に公開し，係員の説明によって，大阪の都心では珍しい天界の美景を樂しませ
た．中にも宥の明星（金星）の奇槻，月世界の不思議，木星の肚観には照しも感
嘆：の聲を放つた・
　◇間口公衆を前に天上界を案内し，奉仕するプラネタリウム人も，去る9月
5日稀イ∫の暴風雨の中に，橿原艸宮の聖域に勤螢奉仕を行ひ，地上での瀞心修
業の感激に浸ったことであった．
　◇10月2日ペル1訪日紅濟使節團の…行を迎へ走．この人々は昨年のペル1
卜1食で山本博士が知遇を受けたりマの名士蓮で，何だか一種の癒しさがある．
三水主任の指導と高城の解謝こより（スペイン駆通灘）ペルーの都リマの夜塞を
展開し感喜の喝采を博し，大阪の夜に來ては，彼地では珍しい北斗七星を始め
北國の星塞の美景に驚嘆の聲を放つた．
　◇北京新政府の麗麗團や冬葱の僻地から來た訪‘1團，印度の客やらフィリピ
ンの客，共他個々の國々の來観等々，大阪：プラネタリウムに電氣館は東洋唯一
とある丈けに，全く國際人の往來に忙しい．10月に入ると邦人の畢生旋行團が
押しかける．
　◇今ぼプラネタリウムも四時の中1！若い小林君が解説：II；に召集令を受けて
感激の出焚をする．これで解溌者の態召1ま2入となった．銃後は愈々緊張し多
忙となる．館員は癌研：に蓼拝し，新願者も行ふ・毎日正午にはラヂオ髄操で心
身を鍛練する．
　◇11月】0日から20剛1｝1天文二二大阪支部と共同で，館内で『プラネタリウム
と天文』展雅倉を附催す？5ことになった．倉員諸氏の御一三を観迎します・
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（高披）
　　11月の緩題……流星と彗星（ドナチ彗星），重星と連星
